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不登校
令和5年9月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「不登校」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

１０番（崎尾亮介） ｜登壇質問

次に、不登校についてです。

６月議会で中島議員が質問された内容と重複する部分もありますが、確認のため、再度させていただきます。

新型コロナウイルス感染症の流行以降、不登校の数は全国的に見ても増加の一途をたどっており、本市でも例外ではありません。

不登校に至る経緯は、個人や家庭に依存し、繊細な部分があるがゆえに、固有の事案でありますが、統計で見れば、６月議会で示

されたように、直近３年では７０名、９６名、１２９名と増加しています。コロナ禍以降の時間経過と不登校児童生徒の数には相

関関係があり、因果関係については議論の余地があります。

そこで、この社会問題を政策課題として捉え、不登校の現状、原因、今後の対策を確認するために、３点、質問させていただきま

す。

１点目、不登校に至るまでの一律の対応があるのか。欠席が連続か不定期など流動的な要素があるので、個別で対応が違うのか、

お答えください。また、一律の対応がある場合は、時間経過と学習支援の仕方、学校以外の施設の案内等あれば、お答えください。

２点目、６月議会で、文科省によると、不登校児童生徒の増加傾向の要因の一つに、コロナ禍における生活環境の変化で登校意欲

が湧きにくいとありましたが、５類移行に伴い、制限が減り、児童生徒の距離感も近くなって、子供たちから楽しいことが増えた

と聞いております。市としても何か変化があれば、お答えください。また、登校意欲が湧くような特別な施策などありましたら、

お答えください。

３点目、６月議会で義務教育段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する基本指針にのっとり支援しているとの

ことでした。この基本指針を要約すると、学校復帰を含めた社会的自立を促すために、個人に合わせた多様な支援が必要と解釈し

ますが、本市では具体的にどのような多様な支援を行っているのか、お答えください。また、社会的自立は抽象的なので、目安な

どあればお答えください。

市答弁 ｜不登校の現状・初期対応・多様な支援

次に、不登校の現状、原因及び今後の対策についてお答えをいたします。

初めに、不登校児童生徒の定義について御説明させていただきますと、文部科学省が毎年実施します児童生徒の問題行動・不登校

等生徒指導上の諸問題に関する調査において、年間３０日以上登校しなかった児童生徒のうち、病気や経済的理由、新型コロナウ

イルスの感染回避によるものを除き、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因、背景により、児童生徒が登校しな

い、あるいはしたくともできない状況にあるとされているところでございます。

また、不登校児童生徒に対する支援といたしましては、平成２９年３月３１日に文部科学省より義務教育の段階における普通教育

に相当する教育の機会の確保等に関する基本指針が発表されており、１番として、不登校は、取り巻く環境によっては、どの児童

生徒にも起こり得る。２つ目として、不登校そのものは問題行動ではないことを児童生徒、保護者に知らせる。３項目めとして、

個々の不登校児童生徒の状況に応じた多様な支援が必要となる。４項目めとして、支援に際しては、学校復帰という結果のみを目

標とするのではなく、児童生徒の社会的自立を目指す必要があると示されておりますことから、学校、市教委ともに、これら基本

指針の考えに基づき支援を行っているところでございます。

そこで、議員お尋ねの、学校における不登校を未然に防ぐための対応と学校以外の施設の案内の仕方についてでございますが、ま

ず、不登校児童生徒の学校における一律の対応といたしましては、市内統一の不登校早期発見、初期対応の取組として、児童生徒
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が欠席した１日目には、必ず電話連絡を行うこと。連続欠席２日目には、電話または家庭訪問を行うこと。連続欠席３日目には、

必ず家庭訪問を行うことに加え、必ずチーム支援を行うこととしております。

チーム支援の具体としましては、市内の全小中学校では、教育相談コーディネーターの役割を担う教職員を中心とした組織的対応

を行っており、校内で設置している不登校対策委員会において、個別の対応を検討するようになっております。

初期対応後の支援につきましては、市内一律の対応はございませんが、各学校において担任や養護教諭、あるいはスクールカウン

セラー等による相談対応や、訪問や別室での学習、放課後の補充学習、ＡＩドリルやウェブ会議システムを活用した授業配信等に

よる学習支援など、児童生徒の個々の状況に応じた対応を行っております。

学校のみでの対応が難しい場合には、市教育センター等の専門職員への相談を促し、必要に応じて関係機関へつなぐ等の支援を行っ

ているところでございます。

また、不登校児童生徒支援に関わる学校以外の施設の案内の仕方につきましては、市教育センターにおいて、学校以外の相談先や

支援施設の連絡先を記載した相談案内のチラシを作成しており、学校を通じて不登校児童生徒の家庭へ配布しているところでござ

います。

また、県教委が行っております不登校児童生徒教育支援事業や民間のフリースクール等の案内につきましても、学校を通して配布

しているところでございます。

次に、コロナウイルス感染症の５類移行後の変化と登校意欲が湧く施策についてでございます。

新型コロナウイルス感染症につきましては、５類移行後、文部科学省が示す衛生管理マニュアルに基づいて、学校教育活動を実施

しているところでございます。５類移行後の学校における教育活動の変化の具体例を申し上げますと、授業でのグループ学習や合

唱、水泳等に制限がなくなったこと、社会見学等の体験的な学習が再開されたことが上げられております。これらの変化により、

友達と会話や交流をする機会が増え、児童生徒が生き生きと活動する姿が増えているということを学校現場から聞いております。

また、登校意欲が湧くような主な取組につきましては、児童会、生徒会活動の自分たちで学校をよりよくする活動やよりよい人間

関係を育むことを目的とした人間関係づくりプログラムの充実等がございます。

次に、市が行う不登校児童生徒への多様な支援と社会的自立の目安についてでございます。

まず、市が行う具体的な多様な支援につきましては、市教委では文部科学省の基本指針に従いまして取り組んでおりまして、具体

例を申し上げますと、申請のあった学校へ心の相談員を派遣して、不登校児童生徒の登校支援や学習支援を行っております。

また、今年度より別室登校する生徒が多い中学校２校に登校支援員を配置し、生活や学習の支援に加え、教育相談員による相談支

援を行っております。

相談内容については、臨床心理士による心理カウンセリングやスクールソーシャルワーカーによる訪問支援の実施、やまびこ学級

へ通級を通した体験活動や学習支援、人間関係づくりなどの支援を行っております。

そのほかにも、市や県の関係機関や民間施設と連携して支援を行うなど、児童生徒一人一人の多様な課題に対応した、切れ目のな

い組織的な支援に努めております。

最後に、社会的自立についての目安についてでございますが、内閣府の若者の包括的な自立支援方策に関する検討会報告の中でも、

社会的自立とは、職業的、精神的、経済的自立と併せて、日々の生活や社会に関心を持って公共に参加していけるかどうかなど、

多様な側面を含むものであり、人々の生活様式や価値観を多様化した現在の我が国においては、自立の在り方は一様ではないと示

されているように、明確な基準があるわけではございません。

このような国の考えを踏まえ、市教委としましては、児童生徒の将来の社会的自立に向けて、一人一人が目指す姿が実現できるよ

うに支援を行っていきたいと考えております。

１０番（崎尾亮介） ｜再質問

次に、不登校について再質問させていただきます。

市が設置している不登校の児童生徒が通える学校外の施設の数と内容をお答えください。
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市答弁 ｜市の学校外施設

不登校の児童生徒が通える学校外の施設の数でございますけども、施設は１つございます。教育センター内にありますやまびこ学

級がその施設となっております。

１０番（崎尾亮介） ｜選択肢について再質問

個人的には、義務教育が社会生活における予備知識の側面もあることから、学習支援をより積極的に行っていいようにも思います。

答弁から登校困難の児童生徒へのケアに関しては多様な認識を受けましたが、その後の対応施設が少なく、選択肢が少なく、多様

とは言い難いと感じますが、市はどう認識していますか。

市答弁 ｜県・民間を含む選択肢

選択肢の関係でございますけども、市の施設は確かに１つとなっております。市の事業以外や県、民間の事業、施設も保護者に当

然案内することで、選択肢は示しているところでございます。

市内の多くの施設があっても、不登校の状況にある理由は一様ではございません。全ての不登校児童生徒の居場所が当然確保され

るわけではございませんので、児童生徒が望む支援につなぐためにも、今後も児童生徒の多様なニーズに応えられるように、支援

の在り方につきましては、引き続き探っていきたいというふうに考えているところでございます。

１０番（崎尾亮介） ｜支援拡充と学びの提案

市の施設外ということでしたら、民間のフリースクールや夜間中学、不登校児童生徒の保護者向けのカラコルの会などございます。

それらの施設への内容の拡充のためにも、支援を併せてお願いいたします。

また、児童生徒、保護者に対しても、初期対応以降は市内一律の対応がないとのことでしたが、抜けのない、孤立しない支援、ニー

ズを探り、的確な対応をどうかお願いいたします。

不登校の問題には、お隣の玖珠町では、不登校対象の小中高一貫校の建設予定、開設が予定されており、先日視察行った豊中市で

は、不登校、ひきこもり、８０５０問題を一連の問題と捉え、社会福祉協議会が学習支援を行っていました。おのおのの自治体が

政策課題として、それぞれの色を持って取り組んでいます。

本市におきましても、６月議会で答弁にあった不登校数の増加の原因を要約すると、登校意欲が湧きにくく、休むことへのハード

ルが下がっているとのことでした。

そこで、行きたくなる学校づくりの例を紹介させていただきます。それはマインクラフト教育版を授業に取り入れることです。２

０２０年に鹿嶋市で、２０２２年にはさいたま市など、様々な場所で実施されています。

マインクラフトの概要と導入するメリット、デメリットを簡単に説明させていただきます。

まず、概要です。全世界で２億本売れているゲームで、情報を画質ではなく機能に変流させることで、様々な創造、加工ができる

ゲームです。町を創造することや空間認識能力の養成などでき、汎用度と創造性の高さから、スウェーデンでは必修科目となって

います。

その中の機能でコードビルダーやコマンドというものがあり、特定の現象に決まった反応をします。それがプログラミングの基礎

に流用できるとして、プログラミング教材としてマインクラフトの教育版が存在します。

次に、扱うメリットです。４つあります。１つ目は、本市に関して最大の初期投資であるタブレット端末の配布が完了しているこ

と。２つ目は、児童生徒の認知度がほぼ１００％に近いこと。３つ目は、プログラミング教材としてだけではなく、異文化交流の

共通言語や美術の教材としても使用でき、汎用度が高く、副次的な効果があること。４つ目は、２億人としゃべれる共通言語であ

るから、孤立した不登校児童生徒の社会的自立を支える要因になり得る可能性があること。

次に、デメリットです。主に指導に関するものです。指導者の確保が難しい。教師の負担が大きい。汎用性が高過ぎて体系化が難

しい。よって、継続的なカリキュラムを組むことが難しいことです。
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先ほど紹介した鹿嶋市では、現在マインクラフトを使用するカリキュラムはございません。プログラミング教材としては、課題の

ある教材かもしれませんが、児童生徒の関心を何より引く教材です。これは一例ですので、これに代わるすばらしい施策を期待し

ています。


